




























救急科専門研修プログラム
【川口市立医療センター】

埼玉県南部保健医療圏の救命救急センターとして、地域の重症患者を集約してい
ます。年間1,400例程度の3次救急患者を経験でき、特に重症外傷症例を多く経
験できます。

連携
施設

当科病床数

41床

研修期間

3年

連携
施設数

4施設

医師数

5名

指導医数

4名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

-

日本医科大学付属病院、埼玉医科大学総合医療センター、さいたま市立
病院、日本医科大学多摩永山病院

集中治療サブ
スペ

減少傾向にある外
傷患者を多く経験

できる

ER型ではなく自己
完結型の治療を行っ

ている

災害拠点病院でも
あり災害医療も経験

できる

臨床検査
※掲載しているデータは2025年11月に集計したものです。データを開示しない項目には、「―」と表示しています。
※Mapは、裏表紙をご参照ください。Map上に番号で各病院の所在地を示しています。
※患者数は、当科の患者数を記載しています。

救急科
※掲載しているデータは2025年11月に集計したものです。データを開示しない項目には、「―」と表示しています。
※Mapは、裏表紙をご参照ください。Map上に番号で各病院の所在地を示しています。
※患者数は、当科の患者数を記載しています。

獨協医科大学埼玉医療センター臨床検査専門研修プログラム
【獨協医科大学埼玉医療センター】

検査部は通常診療を行いませんが、当科は感染症診療・検査を行っています。マラ
リアなど熱帯病検査に充実し、渡航外来・帰国外来・HIV検査・ICT・AST活動も行
っています。感染症専門医の習得も可能です。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

1施設

医師数

3名

指導医数

3名

募集定員

1名

入職実績
（’23～’25実績）

-名

入局

要

獨協医科大学病院
Map●／東部13

埼玉医科大学病院臨床検査専門研修プログラム
【埼玉医科大学病院】

検査には様々な分野があります。すでに専門領域を持っている医師にとっても、そ
の領域を中心として多様な検査を習得し、医師としての幅を広げるのに役立つと
思います。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

6施設

医師数

3名

指導医数

1名

募集定員

1名

入職実績
（’23～’25実績）

-名

入局

要

ー
Map●／川越比企34

Map❸／南部

獨協医科大学埼玉医療センター救急科専門研修プログラム
【獨協医科大学埼玉医療センター】

地域のニーズに合わせて、良質で安心できる標準的救急医療が提供できる専門
医育成を目指しています。２次・３次救急医療の対応に加え、個々が希望するサブ
スペシャルティ領域のトレーニングも実践できます。

連携
施設

当科病床数

42床

研修期間

3年

連携
施設数

14施設

医師数

24名

指導医数

7名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

7名

入局

要

越谷誠和病院、済生会加須病院、埼玉県小児医療センター、さいたま市
立病院、さいたま北部医療センター、新久喜総合病院、草加市立病院、東
埼玉総合病院、深谷赤十字病院 等

集中治療サブ
スペ

ワークライフ
バランスを重視する

シフト制
柔軟性と多様性を意

識した研修
R6年度実績3次救
急対応1,327件

救急科専門研修プログラム
【国立病院機構 埼玉病院】

当院救急科は、二次・三次救急に対応し、軽症から重症まで幅広い疾患に迅速か
つ的確に対応します。経験豊富な救急専門医が、高齢者や多疾患患者にも柔軟に
対応できる体制を整えています。

連携
施設

当科病床数

30床

研修期間

3年

連携
施設数

10施設

医師数

6名

指導医数

4名

募集定員

3名

入職実績
（’23～’25実績）

4名

入局

不要

Map❼／南西部

サブ
スペ

日本大学医学部附属板橋病院、日本大学病院、埼玉医科大学総合医療セン
ター、東京都立病院機構東京都立豊島病院 等

二次救急も対応す
ることで幅広い知
識、経験を養える

救急車搬送件数
年間6,600件以上

救急外来受診者数
年間17,000件以上

集中治療サブ
スペ

Map●／東部13

自治医科大学附属さいたま医療センター救急科専門研修プログラム
【自治医科大学附属さいたま医療センター】

1年目では、救急診療の基本を基幹病院で学び知識と技術を身につけます。2年目
では、連携病院で救急医療の研鑽を継続します。連携病院は全国30箇所に及び
ます。3年目で、足りない知識や手技を網羅します。

連携
施設

当科病床数

38床

研修期間

3年

連携
施設数

30施設

医師数

17名

指導医数

8名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

5名

入局

-

八戸市立市民病院、小豆畑病院、自治医科大学附属病院、前橋赤十字病
院、埼玉医科大学 総合医療センター、川越救急クリニック、社会福祉法
人恩賜財団済生会支部 埼玉県済生会 加須病院 等

集中治療サブ
スペ

柔軟な研修病院の
選択とスケジュール
が可能です

研修の進み具合や心
配事をメンターととも
に解決していきます

多くの手技が経験で
き、救急車受入件数
は9,000件/年です

Map●／さいたま19

さいたま市立病院救急科専門研修プログラム
【さいたま市立病院】

初療から入院管理まで、一貫して重症患者の診療に従事することができます。規模
が大きすぎない分、じっくり腰を据えて患者さんに向き合えるでしょう。臨床はもち
ろん、学会・研究活動も積極的に支持します。

連携
施設

当科病床数

20床

研修期間

3年

連携
施設数

10施設

医師数

5名

指導医数

3名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

2名

入局

-

サブ
スペ

日本医科大学付属病院、さいたま赤十字病院、自治医科附属大学さいたま医療セン
ター、獨協医科大学埼玉医療センター、川口市立医療センター、日本医科大学武蔵小杉
病院、女子医科大学病院、深谷赤十字病院、武蔵野赤十字病院、会津中央病院 等

集中治療サブ
スペ

少人数のため、症例
争いなく多様な手技
を経験できる

1年目から
ドクターカーに
乗れる

柔軟な研修スケ
ジュールの調整が

可能

Map●／さいたま20

さいたま赤十字病院救急科専門研修プログラム
【さいたま赤十字病院】

高度救命救急センターや重度外傷センターに指定され、24時間運用のドクター
カー診療により、多数の経験ができる、災害医療、学術活動にも力を入れている。
専攻医は各学年3-4名で、指導医も教育も手厚い。

連携
施設

当科病床数

52床

研修期間

3年

連携
施設数

29施設

医師数

37名

指導医数

12名

募集定員

5名

入職実績
（’23～’25実績）

12名

入局

不要

東京大学医学部附属病院、帝京大学医学部附属病院、埼玉県立小児医
療センター、彩の国東大宮メディカルセンター、前橋赤十字病院 等

集中治療サブ
スペ

救急患者の発生現
場から長期フォロー
までできる

チーム医療の推進
で、救急・集中治療医
の多様性を学べる

根本治療を積極的
に行うことができる

Map●／さいたま22

埼玉医科大学総合医療センター救急科専門研修プログラム
【埼玉医科大学総合医療センター】

当院の救急医療は救急科(ER)と高度救命救急センターが担っており、初療から
入院後の手術も含めた治療、術後管理、患者管理、後方病床診療、退院・退院後ま
での一連の経過をみることができます。

連携
施設

当科病床数

100床

研修期間

3年

連携
施設数

12施設

医師数

33名

指導医数

19名

募集定員

6名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

要

川口市立医療センター、自治医科大学附属さいたま医療センター、深谷
赤十字病院、さいたま赤十字病院、日本赤十字社医療センター、東京医
科大学病院、上尾中央総合病院 等

集中治療サブ
スペ

日本最大級の高度
救命救急センター・
外傷センター

救急専門医に加え他
領域の専門医取得(
ダブルボード）を応援

ドクヘリ基地病院・
災害拠点病院

Map●／川越比企32

埼玉医科大学病院救急科専門医研修プログラム
【埼玉医科大学病院】

救急センター・中毒センター、集中治療室、一般病棟が備わっており、広域からの
急性中毒患者の受け入れ、および緩和医療科との連携によるロコモ患者・フレイ
ル患者を地域医療につなぐ取り組みが大きな特徴です。

連携
施設

当科病床数

10床

研修期間

3年

連携
施設数

5施設

医師数

5名

指導医数

4名

募集定員

3名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

要

HP参照

集中治療サブ
スペ

Map●／川越比企34

埼玉石心会病院救急科専門研修プログラム
【社会医療法人財団石心会 埼玉石心会病院】

2025年4月1日～救命救急棟が稼働。救急搬送応需率99％、救急車搬送件数　
約10,000件／年。「地域住民に救急医療へのアクセスを保障し、良質で安全な
標準的医療を提供できる」救急科専門医を育成。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

12施設

医師数

5名

指導医数

3名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

7名

入局

-

埼玉医科大学病院、自治医科大学附属さいたま医療センター、聖マリア
ンナ医科大学病院、福井大学医学部附属病院、東京ベイ・浦安市川医療
センター、湘南鎌倉総合病院、国立成育医療研究センター 等

集中治療サブ
スペ

On-Offがハッキリ
している

豊富な症例数と経験
豊かな指導医による
丁寧な指導

女性医師サポート
が充実しており、産
休育休取得可能

Map●／西部35

埼玉医科大学国際医療センター 救急科専門医研修プログラム
【埼玉医科大学国際医療センター】

初期、二次、三次救急の初期診療から緊急処置、手術、集中治療、リハビリテー
ション及び退院後の外来診療まで一貫して研修できます。また、ドクターカー運用
も充実しており、病院前救急診療も研修可能です。

連携
施設

当科病床数

59床

研修期間

3年

連携
施設数

4施設

医師数

11名

指導医数

4名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

1名

入局

推奨

埼玉医科大学病院、秩父病院、関越病院 等

集中治療サブ
スペ

ACS外科医育成
外科系手術件数
197件／ 2024年

（整形外科、脳外科は省く）

Map●／西部36

内因性疾患から外傷・
熱傷まで幅広い疾患
を主治医として担当

初期診療から集中治
療、そして退院まで一
貫した入院管理を実践

ワークライフバラン
スを考慮した勤務
体制の確保

埼玉県済生会加須病院救急科専門研修プログラム
【埼玉県済生会加須病院】

救命救急センターとして、2次、3次救急を中心に内因性、外因性を問わず診療を
行っています。また、救急医療のみならず集中治療管理も担い、重篤患者に対して
初期対応から退院まで治療を行うことができます。

連携
施設

当科病床数

33床

研修期間

3年

連携
施設数

6施設

医師数

5名

指導医数

2名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

2名

入局

-

さいたま赤十字病院、深谷赤十字病院、東京都立多摩総合医療セン
ター、獨協医科大学埼玉医療センター、東京女子医科大学附属足立医
療センター、自治医科大学附属さいたま医療センター

集中治療サブ
スペ

Map●／利根40

幅広い症例、
数多くの症例が
経験できる

診療科の垣根なく
地域医療に
取り組んでいる

初療から入院まで
一連の研修が
行える環境

新久喜総合病院救急科専門研修プログラム
【新久喜総合病院】

新たに2026年4月より救急科専門研修プログラムを開始しました。軽傷から重
症まで、内因性・外因性問わず幅広く多くの症例を経験できます。ダブルボードで
の専門研修も可能です。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

10施設

医師数

5名

指導医数

5名

募集定員

3名

入職実績
（’23～’25実績）

-名

入局

-

東京品川病院、所沢美原総合病院、福岡和白病院、新小文字病院、福岡
新水巻病院、新武雄病院、獨協医科大学埼玉医療センター、山梨県立中
央病院、仙台医療センター、八戸市立市民病院

集中治療サブ
スペ

Map●／利根39
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PRポイント

形成外科
※掲載しているデータは2025年11月に集計したものです。データを開示しない項目には、「―」と表示しています。
※Mapは、裏表紙をご参照ください。Map上に番号で各病院の所在地を示しています。
※患者数は、当科の患者数を記載しています。

リハビリテーション科
※掲載しているデータは2025年11月に集計したものです。データを開示しない項目には、「―」と表示しています。
※Mapは、裏表紙をご参照ください。Map上に番号で各病院の所在地を示しています。
※患者数は、当科の患者数を記載しています。

PRポイント 豊富で幅の広い
症例が経験できる 指導医による丁寧な指導 救急疾患も豊富 大宮駅至近の生活環境

自治医科大学さいたま医療センター形成外科専門研修プログラム
【自治医科大学附属さいたま医療センター】

自治医科大学附属さいたま医療センターでは年間手術件数が1,200例程度あ
り、外傷、難治性潰瘍、リンパ管外科、悪性腫瘍術後の再建、眼瞼下垂、皮膚腫瘍
などの幅広い疾患を豊富に経験することができます。

連携
施設

当科病床数

8床

研修期間

4年

連携
施設数

10施設

医師数

7名

指導医数

4名

募集定員

2～3名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

要

新座志木中央病院、自治医科大学附属病院、大宮中央総合病院、新久喜
総合病院、帝京大学病院、がん研有明病院、防衛医大病院、埼玉慈恵病
院 等

Map●／さいたま19

手術件数
約1,200件／年

PRポイント 『治らない慢性的な傷』を
治療する創傷治療センター設置

都内2つの小児専門病院を
連携施設に含む

研修の一部には臨床系大学院を
組み入れることもできます

チーム医療を経て社会性と高い
倫理性を持った専門医を目指します

JCHO埼玉メディカルセンター形成外科専門研修プログラム
【JCHO埼玉メディカルセンター】

一般形成外科として症例の豊富な基幹施設と専門性の異なる連携施設をロー
テートし、形成外科専門医に必要な幅広い知識と技術の習得と形成外科医として
ふさわしい人間性を身につけることを目的としています。

連携
施設

当科病床数

15床

研修期間

4年

連携
施設数

27施設

医師数

4名

指導医数

1名

募集定員

1～3名

入職実績
（’23～’25実績）

4名

入局

要

慶應義塾大学病院、国立生育医療研究センター、都立小児総合医療セン
ター、東京医療センター、東京都済生会中央病院、国立埼玉病院、横浜市
民病院、国際医療福祉大学三田病院 等

駅から徒歩３分の好立地
首都圏からの通勤者多数

Map●／さいたま27

PRポイント

埼玉医科大学総合医療センター形成外科専門研修プログラム
【埼玉医科大学総合医療センター】

当センターは高度救命救急センター、総合周産期母子医療センターを附属する
基幹病院であり、外傷、先天奇形、乳房再建、リンパ浮腫に対する手術をはじめ、
18の施設と連携し、幅広い疾患が経験可能です。

連携
施設

当科病床数

18床

研修期間

4年

連携
施設数

18施設

医師数

10名

指導医数

1名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

4名

入局

要

慶應義塾大学病院、杏林大学医学部付属病院、東京大学医学部附属病
院

Map●／川越比企32

埼玉医科大学病院形成外科専門研修プログラム
【埼玉医科大学病院】

関東圏の大学病院・一般病棟と連携しており、創傷外科、頭蓋顎顔面外科、皮膚腫
瘍外科、小児形成外科、マイクロ再建外科等多彩な症例を経験することが可能で
す。

連携
施設

当科病床数

40床

研修期間

4年

連携
施設数

12施設

医師数

18名

指導医数

3名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

7名

入局

要

HP参照
Map●／川越比企34

リハビリテーション科専門研修プログラム
【国立病院機構 埼玉病院】

当院は急性期病院での研修のほか、回復期や大学病院、小児医療センターなどで
の研修を通じ、質の高い専門医・臨床研究者であり地域医療への貢献を併せ持っ
た医師の育成を目指します。

連携
施設

当科病床数

0床

研修期間

3年

連携
施設数

16施設

医師数

3名

指導医数

3名

募集定員

6名

入職実績
（’23～’25実績）

7名

入局

要

Map❼／南西部
慶應義塾大学病院、東京湾岸リハビリテーション病院、済生会東神奈川リハビリ
テーション病院、埼玉医科大学病院、杏林大学医学部付属病院等

PRポイント 特色ある連携施設での
研修が可能

嚥下造影・内視鏡／週20件筋電図／週６件 合同勉強会による研修先
以外での指導医による指導

柔軟な研修スケジュールの
調整が可能

専門医取得に十分かつ
バランスのとれた豊富な症例数

若手中心で執刀や
活躍の機会が多い

マイクロサージャリー手術件数
約50件／年

顔面外傷、口唇口蓋裂、
眼瞼疾患など顔面手術が豊富

高度な専門分野の診療が充実

PRポイント 常に患者の全身を診て
リハビリテーション治療にあたります

ICUでの早期離床を
実践しています

装具診、ボツリヌス毒素療法、
嚥下造影検査も経験できます

新患患者数は年間6,000名
以上と幅広い症例が経験できます

指導医によるクルズス、症例報告の
添削指導が適宜開催されます

獨協医科大学埼玉医療センターリハビリテーション科専門研修プログラム
【獨協医科大学埼玉医療センター】

基幹施設である当院は急性期病院であるため、ICUにおける超急性期のリハビリ
テーション治療を実践し、小児の患者が多いことも特徴です。近隣の回復期病院
での指導体制も充実しております。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

13施設

医師数

4名

指導医数

1名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

5名

入局

要

新越谷病院、埼玉みさと総合リハビリテーション病院、埼玉県立循環器・呼吸器
病センター、埼玉医科大学病院、東京科学大学病院、埼玉協同病院、神奈川リハ
ビリテーション病院、ちゅうざん病院　等

Map●／東部13

総合診療科
※掲載しているデータは2025年11月に集計したものです。データを開示しない項目には、「―」と表示しています。
※Mapは、裏表紙をご参照ください。Map上に番号で各病院の所在地を示しています。
※患者数は、当科の患者数を記載しています。

さいたま総合診療医・家庭医センター埼玉協同病院総合診療医プログラム
【埼玉協同病院】

医療生協の理念をもとに地域住民とともに歩み、地域の健康増進に貢献し、自ら
目標を持ち学び続ける総合診療医を養成することを目標にします。

連携
施設

当科病床数

100床

研修期間

3年

連携
施設数

8施設

医師数

5名

指導医数

3名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

2名

入局

-

埼玉西協同病院、熊谷生協病院、秩父生協病院、さいわい診療所、川口診療所、
大井協同診療所、おおみや診療所、あけとクリニック

PRポイント 診療現場に応じた
マネジメントの経験 月に一度集団振り返り実施 医療生協組合員による

豊富な保健予防活動への参加
専攻医のニーズにあった
研修現場の選択 全事業所訪問診療実施

さいたま総合診療医・家庭医センター 総合診療医プログラム
【医療生協さいたま生活協同組合 さいわい診療所】

埼玉県の各地域を土台として、生涯にかけて総合診療医・家庭医として研鑽を積
めるプログラム内容となっています。地域の健康増進に貢献し、自ら目標を持ち学
び続ける総合診療医・家庭医療専門医を養成します。

連携
施設

当科病床数

0床

研修期間

3年

連携
施設数

9施設

医師数

2名

指導医数

2名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

不要

埼玉協同病院、埼玉西協同病院、熊谷生協病院、秩父生協病院、川口診療所、お
おみや診療所、大井協同診療所、大塚医院ファミリークリニック、新宅医院

PRポイント

PRポイント

「家庭医のいる診療所・家庭医を
育てる診療所」をモットー

患者さんの固有の物語に寄り添う
医療を実践しています

患者さんの家族や住む地域も継続性を
持って医療を実践しています

子育て中の医師など女性医師が
多いため、柔軟に対応します

全職員で家庭医を目指す
医師養成を支えています

PRポイント 外来メインのため女性医師にも
優しい環境（当直なし）

診療に役立つスキル修得指導
（エコー・内視鏡や漢方診療）

総診専門医プログラム後に内科
専門医などダブルライセンス取得

専攻医と大学院生の
二刀流が可能

病院診療～在宅医療の
幅広い視点での研鑽

PRポイント 豊富な症例数と経験豊かな
指導医による丁寧な指導

県内リハ専門医増を目指し
研修施設は埼玉県内集中

脊髄損傷（200件／年）と
小児補装具を多く学べる

研修と並行して
学位取得も可能

高次脳機能障害外来での
運転再開と復学・復職支援

埼玉医大川越地域リハビリテーション専門研修プログラム
【埼玉医科大学総合医療センター】

①脳卒中・外傷性脳損傷・脳腫瘍②脊髄損傷・脊髄疾患③骨関節疾患・多発外傷
④小児疾患⑤神経筋疾患⑥切断⑦内部障害⑧その他(廃用症候群、がん、疼痛性
疾患など)におけるリハビリテーションが研修可能。

連携
施設

当科病床数

1床

研修期間

3年

連携
施設数

13施設

医師数

5名

指導医数

2名

募集定員

3名

入職実績
（’23～’25実績）

4名

入局

要

東葛病院、さいたま岩槻病院 、埼玉石心会病院、若葉病院、リハビリテーション
天草病院、霞ヶ関南病院 等

Map●／川越比企32

埼玉医科大学リハビリテーション科専門医プログラム
【埼玉医科大学病院】

急性期リハビリテーション病院での研修と回復期リハビリテーション病院での研
修、そして重度心身障害児施設での研修など、各診療科と連携して多くの分野で
の研修が可能です。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

14施設

医師数

5名

指導医数

3名

募集定員

4名

入職実績
（’23～’25実績）

7名

入局

要

埼玉医科大学国際医療センター、埼玉医科大学総合医療センター、若葉病院、
光の家療育センター 等

Map●／川越比企34

Map❷／南部

Map❺／南部

PRポイント 定期的なカンファレンスによる
知識の共有、アップデート

肺炎／112件、感染症／93件、
消化器疾患／64件、糖尿病／21件

社会的複雑事例に対応し、多職種連携・
医療連携の実践機会が豊富

東京都との県境に位置する為、
多様な症例経験可能

様々な文献等の閲覧が
可能であり、学習環境が充実

総合診療専門研修プログラム
【国立病院機構 埼玉病院】

病院、診療所などで活躍する高い診断・治療能力を持つ総合診療専門医を養成す
る為に、専門各科と協働し全人的医療を展開しつつ、自らのキャリアパスの形成や
地域医療に携わる実力を身につけていけます。

連携
施設

当科病床数

36床

研修期間

3年

連携
施設数

8施設

医師数

3名

指導医数

2名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

不要

Map❼／南西部
慶應義塾大学病院、獨協医科大学埼玉医療センター、茨城西南医療センター、
河北ファミリークリニック南阿佐ヶ谷等

獨協医科大学埼玉医療センター総合診療科専門研修プログラム
【獨協医科大学埼玉医療センター】

プライマリケアや総合診療の修練を通して、幅広い対応力を身につけます。在宅医
療や漢方診療も実践しております。

連携
施設

当科病床数

-床

研修期間

3年

連携
施設数

10施設

医師数

7名

指導医数

3名

募集定員

3名

入職実績
（’23～’25実績）

1名

入局

要

春日部厚生病院、埼玉石心会病院、国立病院機構埼玉病院、鈴木内科医院、新潟
県立十日町病院、国民健康保険町立八丈病院 等

Map●／東部13

派遣型救急ワークス
テーションによる病
院前救護の質の向上

埼玉県北部医療圏
唯一の三次救命救

急病院

深谷赤十字病院救急科専門医修練プログラム
【深谷赤十字病院】

内因性疾患は循環器、中枢神経、消化器系が多く、小児救急にも対応。外因性病
態は重症外傷、農薬を中心に各種中毒、動物刺咬症が多く、これらに対して救急
科専門医に求められる臨床能力を実践できる環境が備わる。

連携
施設

当科病床数

16床

研修期間

3年

連携
施設数

4施設

医師数

6名

指導医数

2名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

-名

入局

-

東京大学医学部附属病院、東京医科大学八王子医療センター、自治医
科大学附属さいたま医療センター、埼玉医科大学総合医療センター

集中治療サブ
スペ

Map●／北部41

救急車受入件数
4,273件／
令和6年度
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伝統的文化や自然がたくさん！
埼玉県の観光スポットを紹介いたします。

埼玉県って

三十槌の氷柱

写真提供：（一社）埼玉県物産観光協会

奥秩父の冬の名勝「三十槌の氷柱（みそつちのつらら）」は、岩から染み出る石清水によりつくりあげら
れる、高さ約8ｍ、幅約30ｍにもなる大規模な氷のオブジェです。
天然の氷のため毎年、姿も変わります。
荒川源流の大自然の中、氷柱は1年で最も寒さの厳しい1月中旬から2月中旬までご覧いただけます。
※氷柱は天候や気温などで条件が変わる場合がございますので、ご了承ください。

川越市指定文化財「時の鐘」

写真提供：（一社）埼玉県物産観光協会

時の鐘は、寛永4年（1627）から同11年（1634）の間に川越城主酒井忠勝が、多賀町（いまの幸町）の現
在の場所に建てたものが最初といわれています。
創建された江戸時代の初期から、暮らしに欠かせない「時」を告げてきた小江戸川越のシンボルです。
現在の鐘楼は、明治26年（1893）に起きた川越大火の翌年に再建されたもの。
3層構造で、高さ約16メートル。
平成8年に、時の鐘は環境庁主催の「残したい“日本の音風景100選”」に選ばれました。

こうのす花火大会

写真提供：（一社）埼玉県物産観光協会

地元商店・企業の経営者、次期経営者の若者で構成される『鴻巣市商工会青年部』がボランティア
で地域の商工業の発展と子供たちに夢や希望を与えたいと願い主催する花火大会です。
行政主導での開催ではなく、地元の事業所を一軒一軒まわり協賛金を集めることからスタートし、
企画・運営から大会終了後の清掃に至るまでその全てを約30名の青年部員がこなすという全国
でも類を見ない100％手作りの花火大会です。
今では多くの子どもや団体などのボランティアスタッフが市内から集まる、市民参加型の花火大会
です。

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

Column
コラム

どんなところ？ 埼玉
県

PRポイント 屋根瓦方式の教育体制 内科全般におよぶ豊富な症例 カンファレンスを通じての教育と情報共有

AMG上尾中央総合病院総合診療専門研修プログラム
【医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院】

幅広い知識・技能を修得し、医療安全、理念に配慮した患者中心の医療を実践する
だけでなく、地域包括ケアや予防医療についても十分な知識と経験を有し、地域に
おける様々な健康問題に対応できる総合診療医を育成する。

連携
施設

当科病床数

50床

研修期間

3年

連携
施設数

9施設

医師数

8名

指導医数

2名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

当科病床数 研修期間 連携
施設数 医師数 指導医数 募集定員 入職実績

（’23～’25実績） 入局

不要

小豆畑病院、石垣島徳洲会病院、徳之島徳洲会病院、哲西町診療所、美祢市立
病院、小豆島中央病院、帯広徳洲会病院 等

PRポイント 柔軟な研修スケジュールの
調整が可能

家庭医志望の場合には地域医療と
強固な連携の上での研修を提供

複数のバックグラウンドを
持つ多彩な指導医陣

感染症診療、
感染制御も学べる

お互いに家庭やお子さんに
最大限配慮するバックグラウンドあり

自治医科大学附属さいたま医療センター総合診療専門研修プログラム
【自治医科大学附属さいたま医療センター】

地域においては家庭医として、地域中核病院では病院勤務の地域総合医として、
総合病院においては病院総合医としての役割を担うことができる足腰の強い総合
診療専門医を養成する研修です。

連携
施設

さいたま市民医療センター、独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）さい
たま北部医療センター、秩父市立病院、国民健康保険町立小鹿野中央病院、南
魚沼市立ゆきぐに大和病院、南魚沼市民病院、医療法人博仁会共済病院 等

Map●／さいたま19

PRポイント 柔軟な研修
スケジュールの調整が可能

地域医療に根ざした
プライマリ・ケアを実践

学会・研修会参加可能
（研究研修費支給）

男女分け隔てなく仕事と
家庭を両立する支援

食事手当他、保養所、スポーツジム
など福利厚生が充実

関越病院総合診療専門医育成専門研修プログラム
【社会医療法人社団新都市医療研究会〔関越〕会 関越病院】

埼玉県鶴ヶ島市において、多岐にわたる疾患を抱えた患者様を対応する事により、
総合診療能力を研鑚できるプログラムとなっており、周辺の医療機関との協力や入
院から退院、退院してからのマネジメントについても研修します。

連携
施設

当科病床数

97床

研修期間

3年

連携
施設数

6施設

医師数

8名

指導医数

4名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

3名

入局

要

鶴ヶ島在宅医療診療所、山口病院、小川産婦人科・小児科、秩父病院、秩父市立
病院

Map●／県央28

PRポイント 柔軟な研修スケジュールの
調整が可能

研修施設群合同＆地域参加型
カンファレンスへの参加

経験豊かな指導医による
丁寧な指導

地域の中核としての
在宅医療と小児医療

院内に病児保育があり
必要時に利用が可能

埼玉協同病院内科専門研修施設群研修施設
【熊谷生協病院】

在宅医療・高齢者における慢性疾患治療を習得することができ、超高齢社会に対
応する地域に根ざした医療、介護、高齢者リハビリ、病診・病病連携なども経験する
ことができます。

連携
施設

当科病床数

105床

研修期間

3年

連携
施設数

6施設

医師数

8名

指導医数

2名

募集定員

1名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

推奨

埼玉協同病院、埼玉西協同病院、甲府共立病院、埼玉石心会病院、長野中央病
院、城南病院

Map●／北部42

PRポイント 一人で診られる力がつく
主体性を伸ばす

マイナー科も含めたCommon
diseaseを幅広く経験 地域全体を見る視点を育む 緩和ケア・在宅医療の

実践力を養う
楽しくのびのび育つ
若手中心の学習環境

総合診療専門医養成プログラム「ちちぶ」
【秩父市立病院】

当プログラムでは専攻医が主治医として「一人で診る力」を徹底的に鍛えます。指
導医の手厚いサポートのもとで安心して挑戦でき、幅広い疾患や在宅医療、地域
医療を経験し、地域を支える「頼れる医師」を目指します。

連携
施設

当科病床数

165床
（全科）

研修期間

3年

連携
施設数

11施設

医師数

19名

指導医数

3名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

2名

入局

-

国民健康保険町立小鹿野中央病院、医療法人花仁会秩父病院、医療法人徳洲
会皆野病院、医療生協さいたま秩父生協病院、医療法人社団慶宏会南須原医
院、井上皮膚科医院、医療法人岩田産婦人科医院、近藤医院 等

Map●／秩父43

PRポイント 豊富な症例数と経験豊かな
指導医による丁寧な指導 関連病院が多い 積極的に手技に

携わることが可能 施設設備が充実 幅広い経験が
自由にできる環境

埼玉石心会病院総合診療専門研修プログラム
【社会医療法人財団石心会 埼玉石心会病院】

臓器に捉われないジェネラリストの視点とバランス感覚、入院初療から退院まで一
貫したマネジメント力、退院後のケアや患者家族の心情まで配慮できる「主治医と
しての総合力」。専門性を発揮してチーム医療を実践。

連携
施設

当科病床数

44床

研修期間

3年

連携
施設数

10施設

医師数

3名

指導医数

3名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

4名

入局

-

熊谷生協病院、秩父生協病院、さいわい診療所、おおみや診療所、済生会川口総
合病院、さいたま市民医療センター、洛和会丸太町病院、東京ベイ・浦安市川医
療センター、知床らうす国民健康保険診療所、宮古島徳洲会病院

埼玉医科大学総合診療専門医育成プログラム
【埼玉医科大学病院】

特徴として初期診療、特に外来診療、救急診療を中心としたプライマリ・ケアだけで
はなく鑑別診断、治療戦略を含めた全身管理、病棟診療をもマスターできるプログ
ラムです。熱意ある指導医が多数います。

連携
施設

当科病床数

45床

研修期間

3年

連携
施設数

14施設

医師数

28名

指導医数

10名

募集定員

6名

入職実績
（’23～’25実績）

2名

入局

要

HP参照
Map●／川越比企34

Map●／西部35

外部研修多め 多数の症例 救急
約5,000件 地域の住みやすさ 多くの連携施設

羽生総合病院総合診療研修プログラム
【医療法人徳洲会 羽生総合病院】

埼玉県の地域医療貢献を利根地域で行う事が出来ます。

連携
施設

当科病床数

50床

研修期間

3年

連携
施設数

-施設

医師数

-名

指導医数

27名

募集定員

1名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

不要

太田記念病院、新久喜総合病院、千葉西総合病院、湘南藤沢徳洲会病院、人吉
医療センター、公立多良木病院、鹿児島徳洲会病院

診療科の垣根が低い 臓器別に分けず初期対応・
診療を行う

訪問看護ステーション併設、
在宅医療も可能

多職種を交えた
チーム医療が可能

地域と協働する
体制が整っている

深谷赤十字病院総合診療専門研修プログラム
【深谷赤十字病院】

埼玉県北部に位置し、30の診療科が揃い、併存疾患の患者への対応も科を超え
て対応・相談することができます。地域医療支援病院として病診連携に力を入れて
総合的な視点で学ぶことができます。

連携
施設

当科病床数

0床

研修期間

3年

連携
施設数

4施設

医師数

2名

指導医数

2名

募集定員

1名

入職実績
（’23～’25実績）

-名

入局

-

小鹿野中央病院、大塚ファミリークリニック、多可赤十字病院、浦河赤十字病院

Map●／利根38

Map●／北部41

PRポイント 研修担当専任事務を配置して
細やかなサポートを実現

病棟・外来（予約診療・救急外来）・
訪問診療も柔軟に調整が可能

豊富な症例数と経験豊かな
指導医による丁寧な指導

他科からの
専門変更受け入れも可

選択研修も対応可

みさと健和病院総合診療専門研修プログラム
【みさと健和病院】

基幹施設である、みさと健和病院で総診Ⅱ・内科・救急領域の研修を行い、同一法
人の柳原病院で総診Ⅰの研修を行います。また、総診Ⅱ領域では外科・整形外科・
緩和ケアなどの選択研修も可能です。

連携
施設

当科病床数

47床

研修期間

3年

連携
施設数

4施設

医師数

7名

指導医数

5名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

不要

当科病床数

19床

研修期間

3～4年

連携
施設数

11施設

医師数

7名

指導医数

5名

募集定員

2名

入職実績
（’23～’25実績）

0名

入局

-

柳原病院、東葛病院、秩父生協病院、船橋二和病院
Map●／東部14

PRポイント

PRポイント

Map●／川越比企33
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